
便潜血陽性で陽性になったら 

必
かなら

ず「大腸内視鏡検査」を受けましょう！ 
 

近年、大腸がんが急増しています！ 

大腸がんは「がんによる死亡原因」の上位を占めています！   

2024年 1位 2位 3位 

男性 肺 大腸 胃 

女性 大腸 肺 膵臓 

 

大腸内視鏡（大腸カメラ）検査とは、 

内視鏡をおしりから挿入して大腸・小腸の一部を観察してポリープやがん、炎症の有無を調べるための検査です。 

 

大腸がんは、男女ともにがんによる死亡原因上位となっていますが、 

早期に発見して治療ができれば完治させることができます。 

便潜血が陽性でも、「痔があるからだろう」とか「来年まで様子見よう」と受診しない方がいますが、 

初期の大腸がんや大腸ポリープは自覚症状がなく、大腸内視鏡検査以外では発見が難しいため、 

必ず大腸内視鏡検査を受けましょう！ 

 

蒲原病院での検査方法について 

  受診は 2回必要となります。初回は診察と検査説明、後日に大腸内視鏡検査を行います。 

大腸内視鏡検査は、腸をきれいにするために下剤を飲むなど検査前に処置が必要です。 

完全に腸をきれいにしてから内視鏡を肛門より挿入し全大腸を直接観察します。 

検査時間は 30分程度で、鎮静剤（静脈麻酔）を使用して行います。 

   

  大腸内視鏡検査 保険診療料金（2026年 目安） 

   2割負担 3割負担 

検査のみ（日帰り） 3,500円 5,200円 

検査およびポリープ切除（1泊） 30,000円 45,000円 

       ※生検（組織の一部を採取し顕微鏡で調べる検査）実施時は、追加で 5，000円程度かかります。 

  ★大腸ポリープを切除した場合は様子観察のため入院となります。その他条件により、入院の場合があります。 

 

  【蒲原病院への予約】  ☎ 0545-56-2222  ＊予約時間 平日 12：00～16：00 

 

他院への受診を希望される場合は、検査の方法や費用等が異なりますので受診される医療機関へお問合せください。 

共立蒲原総合病院 健康診断センター 

出典：公共財団法人 日本対がん協会 

 


